
市町村未来づくり交付金自己評価調書

1　事業群評価調書

成果指標 実績値

指標式等

（記載要領）
１　重点目標、事業群ごとに本様式を作成し、評価するものであること。
２　成果の概要については、できる限り客観的な数値によること。

※本年度の成果について、客観的な数値により評価できる場合は下欄に記入すること。また、複数の指標がある場合は適宜欄を追加するこ
と。

団体名：与謝野町

重点目標

「水・緑・空　笑顔かがやく　ふれあいのまち」の実現

 これまで培われた農林業、商工業、織物業、観光の基盤をもとに、「伝統を活かし未来にチャレンジ
する産業づくり」をめざし、各産業の振興を図るとともに、各産業が連携して新たな活路を見出し、活
力が循環するまちづくりを進める。

事業群

事業群全体による
成果の概要

構成事業名

農業振興対策事業

観光振興事業

勤労者総合福祉センター整備事業

織物技能訓練センター整備事業

伝統を活かし未来にチャレンジする産業づくり

　町外への観光・産業資源の積極的なＰＲや、観光施設や地場産業を体験できる施設を整備し、利便性
の向上を図ることにより、与謝野町の知名度の向上や観光客・利用者の増加が見込め、町内の観光・産
業振興に繋がった。
　また、本町の基幹産業の一つである農業分野においても、深刻な問題となっている有害鳥獣対策に取
り組むことにより、農家の負担軽減を図り、生産性の向上に繋がった。
　また、本町が独自に推進する、「京の豆っこ肥料」を活用した「自然循環型農業」の普及に取り組
み、そこから生まれた与謝野町ブランドとも呼べる農産物を都市部でＰＲすることで、本町の農業振興
に繋がった。


